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０．はじめに 
 
■まえがき 
 
本書は、次のソフトの使用ガイダンスを示すものです。 
   【 名   称 】今なんぼ？ 
   【 登録名称 】ImaNanbo.zip 
   【 著作権者 】中井喜博 （中井技術工房） 
   【 SW番号 】未定 
 
本ソフトは、ＰＣ画面数字を自動判定し、結果を外部出力する画像処理ソフトです。 
画面の一部から数字列を判定して取り出し、指定された条件で音声出力する機能があります。 
主にマーケットの見張り用に開発しました。目的から２～４桁整数読み上げ限定です。 
ネット画像をじっと見つめているのも疲れますし、複数ＰＣを見張るのも大変ですので、変化があった 
ときだけ音声で知らせてくれるソフトが必要となり開発しました。 
音声出力ではなく、ＣＳＶ ＤＦもしくは共有メモリ出力も選択できますので、ユーザープログラムから 
結果を利用することもできます。 
 
本書は、本ソフトの使用法を説明したものですが、ソフトをしきりに改正している関係で、 
「本書の使用法が、ソフトの仕様に追いついていない」状態が多いと思います。 
不明点があれば、当方にメールください。 
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１．インストールと更新 
 
■インストール 
 
●解凍 
  本ソフトは、ｚｉｐ形式で圧縮凍結されています。汎用の解凍ソフトにて、任意ディレクトリで 
 解凍ください。（ただし、Windowsのデスクトップ以外を使用ください。） 
 自己解凍型ではありません。 
 
 バンドルされているものは次のものです。 
 
１）ＩｍａＮａｎｂｏ．ｅｘｅ ――― 実行ファイル 
２）ＳｅｔｔｅｉＮＢ．ｂｉｎ ――― 設定ファイル（バイナリファイル） 
３）ＩｍａＮａｎｂｏ．ｔｘｔ ――― ソフト説明用テキストファイル 
 
 （注意）デスクトップに置いた解凍ソフトもしくはそのショートカットにｚｉｐファイルを 
    落とし込むと、デスクトップに解凍されやすいので注意ください。 
    この場合、任意のディレクトリを別に作って、そこへ丸ごとコピーしてください。 
    デスクトップのままｅｘｅファイルを実行すると問題を生じます。 
 
●実行準備 
 インストール後、実行プログラム（ImaNanbo.exe）をアイコン、もしくはタスクバーで呼び出せる 
  ように登録してください。（エクスプローラ等で呼び出してもかまいません。） 
 なお、本ソフトにはｗａｖファイルはバンドルされていません。後述のガイダンスにしたがって 
 ネットから独自に収集して格納ください。ｗａｖファイルがなければ音声出力での動作はできません。 
 著作権の関係で直接供給することができません。 
 
■更新 
 
●バージョンアップ 
 本ソフトは、不定期に更新しています。 
 最新版ソフトはｚｉｐファイルの形でアップロードしていますので、適宜ダウンロードして差し替え 
 てください。 
  ネットへアクセスできるＰＣにてご利用の場合は、自動でバージョンチェックして、ｚｉｐファイル 
 をダウンロードすることもできます。 
 
 「自動バージョンチェックとダウンロード」の章を参照ください。 
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■システムの動作に必要なもの 
 
 音声出力を選択する場合、本ソフトの実行には、本ソフト以外に次のものが必要です。 
 
●スピーカ 
 ＰＣによってはオプションになっているものがあります。￥１０００程度の安物で十分ですが、 
 音声出力する場合は必ず取り付けてください。 
 
●Windowsのサウンド設定 
 「コントロールパネル」→「サウンドとマルチメディア」の設定を行って、スピーカからまともな音声 
 が出るよう設定ください。 
 音声ドライバが適当でないと異常な音声が出ることがあります。 
 
●音声ファイル 
 音声出力する場合は、数字読み上げ用のＷａｖファイルが必要です。 
当方で使用しているものはネットで集めたもので、著作権があり、当方から直接供給することができません。 

 ネットからのＷａｖファイル集め方、ネーミング方法などは詳細を後述していますので、参照の上、 
 ガイダンスに従って、事前に用意してください。 
 音声ファイル作成ツールをお持ちの方はご自分で作られてもいいかと思います。 
 自分とか知り合いの音声がずっと聞こえてくるのは若干不気味ですが？？ 
 
 
■評価版 
 評価版は、一定時間しか動作しません。 
 本格的に使用するには送金して暗号を取得する必要があります。 
 また、ＰＣごとにプロテクトをかけているため、１台ごとに別々の暗号が必要です。 
 詳細は当方のＵＲＬを参照ください。 
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２．画像数字読み上げ機能の概要 
 
■機能 
 画面に表示された画像内の数字列ゾーンと桁数を指定しておきますと、一定インタバルでモニタし、 
 その数字を事前に指定しておいた条件にしたがって外部出力します。 
 
●モニタ例１ 
  
 
 
                                        Ｆｉｇ．２－１ 
                                         モニタ例 
 
 
 
 
 
 
 
 この例では、画面にネット画像であるＮＹダウを表示しておき、その小数点以上の３桁をゾーン 
 指定しておけば、その中を一定インタバルで見張って、数字を音声で読み上げます。 
 ＣＳＶ ＤＦや共有メモリに外部出力することもできますが、この機能については後述します。 
 
●モニタ例２ 
 
 
 
 
 
 
 
                                   Ｆｉｇ．２－１ 
                                    モニタ例２ 
 
 
 
 
 
 この例では、大和証券のＱＵＩＣＫ画面の、現在取引値の３桁をモニタしています。 
  このような小さいフォントでもシャープならモニタできます。（画像転載しているものにはフォントが 
 崩れているものがあります。） 
 
●読み上げ数値 
 マーケット見張り専用なので、２～４桁整数限定になっています。あまり長々と読む必要はないだろう 
 との発想です。桁数は事前の指定が必要です。 
 カンマとか小数点は読みません。＋、－はゾーンに入らないように指定ください。 
 
                     （２－１） 



■数字取り出し条件 
 
●指定ゾーンに数字があるというのが前提 
 本ソフトは性善説に立っています。たとえば、次のような画像がゾーン指定されたとすると、 
 数字ならなんだろうと判断し、「１」と解釈します。 
 
 
                          Ｆｉｇ．２－３ 「１」と誤判定する例 
 
 
 
 
  （元画像）        （判定画像） 
 
 
 （注）数字判定には、ＲＧＢのいずれかを使い、元画像のコントラストを調整してからサーチ 
    します。そのため、判定画像はＲＧＢのいずれかが補正されているために、色が元画像から 
    違ったものになります。 
 
 
 本ソフトでは、数字としてサーチしているのではなく、ドット分布が０～９なら何が一番近いかと 
 いう発想に立って判断しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （２－２） 

  



■モニタ画像の条件 
 
●数字サイズにはあまり関係がない 
 取得画像は、一定サイズに変換してから判定しますので、あまり関係がありません。 
 また、この補間には３次変換を使用しますので、小さいゾーンを指定して画像を拡大してもほとんど 
 劣化はありません。 
 
●数字モニタ位置は動かないこと 
 モニタゾーンは位置が動かないことが条件です。画像を動かした場合は、ゾーン指定をやり直して 
 ください。モニタ中に動かすと場合によってはエラー中断します。 
 
●崩れた画像では数字判定失敗もありえます 
 ネットで公開している画像では、他からコピー＆ペーストしているものが少なくありません、 
 このときいいかげんなサイズ変更をやっているため、数字のフォントがこわれているものがあります。 
 次の例は、有名な「世界の株価指数 http://www.w-index.com/ に載せられて 
 いる＄／￥レートのチャートです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Ｆｉｇ．２－２－１ フォントが崩れている例（右端と下端に出ている線はデバッグ段階で出た） 
 
 右上の１１５．１６の５．１６の部分を拡大モニタすると数字は変わっていますが、右図のように 
 フォントがくずれています。 
 これは元の画像のサイズ変更するときに、いいかげにやっているためです。ていねいにやると時間が 
 かかるのと、Ｏ／Ｓとかコンパイラに組み込まれている機能ではこのようにしかできないためと推測 
 されます。 
 この例ぐらいな画像ならぎりぎり正常判定できますが、場合によっては判定ミスをします。 
 
 もう１つ、絶望的な気分になった画像を同じところからサンプリングした結果を紹介します。 
 
 
 
                       Ｆｉｇ．２－２－２  
                        フォントが崩れている例２ 
 
 
 
 
  この例では、下２桁がくっついている上、フォントが「５」「６」が非常に近い状態です。 
  これはさすがに正常に読めませんでした。 
 
                     （２－３） 

http://www.w-index.com/


 なお、画面に数字フォントを直接書いたような画像（全頁の大和ＱＵＩＣＫのような例）は拡大 
 してもシャープなため小さいフォントでも正しく判定できます。 
 
●画面更新は問題がない 
 ネット公開画像は、一定インタバルで更新されますので、ちょうどサンプリング中に切り替えられて 
 もいいように、複数回指定ゾーンをサンプリングしてドットに差がない画像が得られてから判定する 
 ようにしています。 
 
●フォントによっては問題があるかもしれない 
 一応、ネットで公開されているマーケット情報の、有名どころの画像ではチェックしてありますが、 
 特殊なフォントを使っていると問題を生じるかもしれません。 
 数字判定ミスを生じたら、モニタテストの機能を使って画像を切り出して当方へ送付ください。 
 できるだけ対応したいと思います。（ファジーな判定のため１００％のものはできませんが。） 
 
●多少コントラストが悪くてもよい 
 取得画像をそのまま使うのではなく、必要に応じて、コントラストを上げてから判定にかかります。 
 
●別画像がかぶさらないこと 
 ＵＲＬによっては、別のＣＭ画像がときどきかぶさって表示されることがあります。 
 このような場合は当然問題を生じることになります。 
 まるで数字とは関係ないようなものなら問題なく処理できる場合も多々あります。 
 たとえば、モニタしている画面の上に別なＩＥ画面などをかぶせても、たいていはうまくいきます。 
 たまたま、数字と見える画像がモニタ位置にくると数字判定してしまいますが、除ければまた、正常に 
 モニタし始めます。 
 ただ最悪の場合、エラー中断します。 
 
●桁数は指定が必要 
 フォントどおしがくっついていることがよくあり、フォントらしきゾーンを検知してしてきたとき 
 に必要な桁数分ないときは、くっついているとして分割します。 
 フォントが明確に分離されている数字列の場合は、桁数指定が正しくなくても正常に読み出せますが 
 極力、ゾーン内に何桁あるかを正しく指定してください。 
 ただ、ある程度融通はききます。 
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●左右端にくっついたドット群は無視する 
 左右端から有効ドットをチェックし、左端のすき間の次の有効ドットから、右端のすき間の１つ前の 
 有効ドットまでを判定対象とします。 
 そのため、左右端にくっついたものはいかに大きくても無視します。 
 次の例を参照ください。 
 
                    
                     左端と右端にフォントの切れ端が出てきている。 
                     両端のすき間より内側の数字のみ判定するので 
                     正常に「２０２」と判断される。 
                     ついでに右端の「．」は数字と認められないので無視 
                     します。 
 
 
 
                左端の２の途中から切り出しているため、２が左端にくっついて 
                いるケース。左端の２は無視します。 
 
 
 
 
 
                  これが理想。ソフトが悩まなくてすみます。 
 
 
 
   図２－２－３ 切り出し画像と判定（外枠よりやや内側で切り出されている） 
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■読み出し数字の制限 
 
●２～４桁数字 
 ００～９９９９までです。０は読み上げない設定ができます。 
 ４桁も読み上げるとさすがに時間がかかりますが、マーケットの見張りにはあまり必要がないと思われ 
 ます。 
 指定範囲内に何桁あるかは、モニタ条件設定ダイアログで指定することになっています。 
 これは、フォントどうしがくっついていたときの分割判断に使用します。 
 
●カンマ、小数点、コロン（：）、セミコロン（；）などは無視します。 
 小数点付き数字は読み上げるのに時間がかかります。 
 本ソフトは主にマーケットモニタ用ですので、点付き数字を読み上げる必要性は低いと思われます 
 ので、時間重視でこれらを無視します。 
 たとえば、為替の１１５．０７とかをモニタするなら、下３けたの「５．０７」にモニタをかけ、 
 「５０７」と読ませます。 
 
●＋－はゾーン内に入らないようにすること 
 ＋，－の判定ルーチンを入れていません。 
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３．音声ファイルの定義と格納 
 
■ｗａｖファイルの約束ごと 
 
●数字ｗａｖファイルの名称 
 ３桁数字までは上位０ヅメで、３桁で定義のこと。 
  （例） ００１．ｗａｖ ０７９．ｗａｖ ２００．ｗａｖ 
 
●最低限必要なファイル 
１）０～９読み上げ用ファイル（０００．ｗａｖ～００９．ｗａｖ）      
２）各桁読み上げ用 
  ・４桁目用  １０００．ｗａｖ。 
  ・３桁目用  １００．ｗａｖ、２００．ｗａｖ～９００．ｗａｖ 
  ・２桁目用  ０１０．ｗａｖ，０２０．ｗａｖ～０９０．ｗａｖ 
 
３）判定ミス用 Ｍｉｓｓ．ｗａｖ  
  桁読み上げの前にその桁の判定ミスが生じたときには数字の代わりに出力します。 
 
●できるだけあった方がよいファイル 
 直接３桁読み上げるファイルがあればよい。 
 ０００．ｗａｖ～２９９．ｗａｖとか。 
 合成して読み上げると時間がかかるし、ギクシャクします。 
 ２桁読み上げファイルは全部あった方がいいでしょう。（０００．ｗａｖ～０９９．ｗａｖ） 
 
●１つのディレクトリにそろっていること 
 任意のディレクトリでいいですが、１ディレクトリに必要なＷａｖファイルがそろっていること 
 が必要です。 
 
●実際はソフトの起動時にｗａｖファイルを調べ、できるだけ短時間で読めるようにします。 
 一番いいのは、登場する数字に対応するファイルがすべてある場合です。 
 実際の株価などでは、見張るべき数字は、下の２桁とか真ん中の２桁とかの場合が多く、そこの 
 見張りだけなら２桁だけで済む場合も多いだろうと思われます。 
 
 たとえば、￥１，２７３ とすると、知りたいのは￥２７３とか、￥２７ｘ、￥７３、が普通です。 
 こうなれば、３桁とか２桁全部あれば事足ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （３－１） 



■ファイルの収集例 
 
 著作権の関係で、当方からｗａｖファイルを直接供給することができません。 
 適当なところから集めて、指定ディレクトリに指定したネーミングで格納しておいてください。 
 ここでは、当方が使用しているｗａｖファイルを収集したところと格納手順を示します。 
 なお、ｗａｖファイルは、明瞭で、短いなら何でもかまいません。 
 
●グループ１ － １～２５５（００１．ｗａｖ～２５５．ｗａｖ）読み上げファイル 
 ボイスナビさんのサンプルデータを使用しました。（http://www.voicenavi.co.jp/down09.htm） 
 
 １～１２８  ―― http://www.voicenavi.co.jp/sampleB2.ZIP 
 １２９～２５５―― http://www.voicenavi.co.jp/ExtraB2.ZIP 
 
 ファイル名はそのまま、 
   ００１．ｗａｖ～２５５．ｗａｖ 
 となっていましたので、リネームはしていません。 
 
●グループ２ ―― 追加ｗａｖファイル 
 次のファイルは当方のＵＲＬからＤＬください。（ＤＬ頁にあります。） 
 
 １）０００．ｗａｖ 
 ２）３００．ｗａｖ 
 ３）４００．ｗａｖ 
 ４）５００．ｗａｖ 
 ５）６００．ｗａｖ 
 ６）７００．ｗａｖ 
 ７」８００．ｗａｖ 
 ８）９００．ｗａｖ 
 ９）１０００．ｗａｖ 
１０）Ｍｉｓｓ．ｗａｖ  （ミス警告ファイル） 
１１）Ｔｅｎ．ｗａｖ   （小数点、現在のソフトでは使っていませんが？） 
 
（注意１） 
 女王様桁読み音声データ（数字読み上げソフト用音声データ） Ｗｉｎ３．１ 晴田和夫さま 
 ベクターからダウンロードしました。（http://www.vector.co.jp/soft/win31/art/se022988.html） 
  
 １）から９）のファイルはかつて、この人の公開頁からダウンロードできたはずですが、 
 現在はできません。もう昔のことで当方もここからだったかさえ定かではなく、でも保持して 
 使っています。１００．ｗａｖ、２００．ｗａｖはグループ１に含まれています。 
（注意２） 
 １９）のミス警告ファイルは、 
   Windows の WinNT¥Media¥ユートピア - メッセージ (警告).WAV 
 をコピー後、Ｍｉｓｓ．ｗａｖとリネームして使用しました。 
  各桁の判定ミスがあったときに、数字の代わりにこの音を出します。 
 たとえば、３？１となると、 
   ３＋１００＋Ｍｉｓｓ＋１０＋１ と合成して出力します。 
 
                     （３－２） 

http://www.voicenavi.co.jp/down09.htm
http://www.vector.co.jp/soft/win31/art/se022988.html


●自分で作るなら専用ソフト必要 
 ＮＥＣ ＳｍａｒｔＶｏｉｃｅ  
 などを使用すれば作ることができます。 
 
 
●高速化が望ましい 
 ネットで公開されている音声ファイルは、しゃべり方がちょっととろい感じがします。 
 マーケットモニタをする人はいらいらするかもしれません。 
 高速でしゃべるファイルをさがす、ツールで高速化する、等の作業が望ましいように思われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （３－３） 



■Ｗａｖファイルのパス設定 
 
●Ｗａｖファイルがないと音声出力での実行ができないこと 
 本ソフト立ち上げ時に、Ｗａｖファイルがそろっているかをチェックします。 
 
１）そろっていないとき 
  主画面に「Ｗａｖ ＤＦ不足」が表示され、音声出力でのモニタに入ることができません。 
  他の外部出力でのモニタは可です。 
 
２）そろっているとき 
  主画面に「Ｗａｖ ＤＦ ＯＫ」が表示され、音声出力でのモニタにも入ることができます。 
  
 なお、指定パスにあるＷａｖファイルは、後述のＷａｖファイルテストの機能を使えば一覧表示でき 
 ます。音声出力テストもできます。 
 
 
●Ｗａｖファイル格納位置の指定 
 Ｗａｖファイルは任意のディレクトリを作って、そこに全部格納ください。 
 デフォルトは実行ディレクトリです。 
 「Ｗａｖ」→「Ｗａｖファイル格納パスサーチ」メニューをクリックするとまず、使用説明の 
 ダイアログが出たあと、ファイルサーチダイアログが出ます。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    Ｆｉｇ．３－１  Ｗａｖファイルパスサーチ用ダイアログ 
 
 このとき、「どのファイルでもいいので選択」し、「開く」をクリックしてください。 
 実際にはファイルは開かず、そのディレクトリのみを取得します。 
 
 このダイアログがクローズされると、主画面の下部にＷａｖ ＤＦパスとして表示されます。 
 
 このときついでに、この指定パスにＷａｖファイルが実行に必要なだけそろっているかをチェック 
 します。 
 
 
 
 
                     （３－４） 



●Ｗａｖファイル存在チェック 
 動作に必要なＷａｖファイルがそろっているかどうかを事前にチェックしてください。 
 「Ｗａｖ」→「Ｗａｖファイル存在チェック」メニューで、次のダイアログが出ます。 
 
 
 
 
 
 
                         Ｆｉｇ．３－２  
                         Ｗａｖファイル存在チェック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このウインドウですべて○が付き、総合判定＝音声出力モニタ可ならＯＫです。モニタに入れます。 
 
 いずれかがＸなら収集、格納、設定のいずれかに失敗しています。音声出力でのモニタに入れません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （３－５） 



■Ｗａｖファイルの音声出力テスト 
 
●音声出力テスト 
 「ＷＡＶ」→「ＷＡＶ ＤＦ音声出力テスト」メニューをクリックすると、次のダイアログが出ます。 
 
 
 
 
 
 
                           Ｆｉｇ．３－３  
                            Ｗａｖファイル音声出力テスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このとき、指定されたＷａｖファイルパスにある、拡張子が．ｗａｖであるファイルをすべてサーチ 
 してから左下のリストボックスに並べてあります。（番号ソート済み） 
 
 このリストボックス内のいずれかのｗａｖファイルをダブルクリックするとスピーカから音声が 
 出ます。 
 もし、しゃべらない、速度がおかしい、等々があれば、 
 
１）ｗａｖファイルがおかしい。 
２）Windowsのサウンド設定がおかしい。 
３）サウンドドライバが適当でないか設定されていない。 
４）スピーカがこわれている、電源が入っていない、コネクタがまちがっている。 
 
 の理由が考えられます。 
 直してから再トライください。 
 
●Ｗａｖファイル直接テスト 
 上記のダイアログでは、指定パスとは関係のないｗａｖファイルを直接テストすることができます。 
 ファイルをさがしているときは、パスからパスへ「渡りあるきながらさがす」という場面も多い 
 でしょうから。 
 このダイアログにｗａｖファイルをドラッグ＆ドロップするだけです。 
 ｗａｖファイル再生中でない、かつドロップされたのがｗａｖファイルであるときのみ、単発で 
 再生します。 
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４．モニタ使用法 
 
４－１．モニタ準備 
 
●初期画面と機能概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         Ｆｉｇ．４－１－１ 主画面と機能概略 
   
１）操作用ボタン 
  上に並べたボタン類を使って指示を出します。 
  モニタゾーン指定、モニタテスト、モニタ開始、停止が指示できます。 
 
２）画面中央部 
 モニタ装置と現在設定されているモニタゾーンを簡単に示しています。 
 上例では、左の方に小さくゾーン設定されていることを示します。 
 
３）上部表示 
  外部出力方法を表示します。 
  「音声」「ＤＦ」「共有メモリ」のいずれかになります。 
  デフォルトは音声出力ですが、モニタ条件として選択できます。 
 
４）下部表示 
  下端の２行に表示しているのはＷａｖファイルへのパスと、判定結果です。 
  上例では、「Ｗａｖ ＤＦ ＯＫ」と表示されていますが、Ｗａｖファイルに欠落があると 
  「Ｗａｖ ＤＦ不足」と出ます。このときは音声出力でのモニタには入れません。 
 
 
                     （４－１－１） 

 



●マルチモニタでの画面表示 
 
 
 
 
 
                             Ｆｉｇ．４－１－２ 
                            マルチモニタでの画面表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 マルチモニタで使用しているときは、仮想画面と呼ばれる全域（包括長方形）のイメージを白抜き 
 表示し、メインモニタ部分を赤枠表示します。 
 
 上の例では、セカンダリモニタが左に配置され、モニタゾーンもセカンダリモニタ上に設定されています。 
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４－２．モニタゾーン指定 
 
●ゾーン指定方法概略 
 マウスを使って概略ゾーンの左上→右下へなぞって画像を取得／表示し、トラッカ矩形を使って微調整 
 します。以下、詳細に説明します。 
 
●手順 
 下図の順に定義してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   Ｆｉｇ．４－２－１ モニタゾーン指定手順 
 
①開始点指定 
 「始」ボタンをクリックすると、カーソルが＋に変わりますので、本ソフトの主画面内でマウス左ボタンを 
  押したままにして、ねらったゾーンの左上位置（のちょっと外側）までドラッグしていきます。 
 （まだ左ボタンを押したままにしてください。） 
 
 
 
 
                           Ｆｉｇ．４－２－２ 始点サーチ中 
 
 
                           主画面のタイトルバーに始点サーチ中のドット 
                           位置が表示され、マウスと連動しています。 
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 (参考)マウスのキャプチャとリリース 
 ・本ソフトの画面内で「始」ボタンを押したときにマウスをキャプチャしています。 
 ・このとき、本ソフト内で左ボタンを押したままにすると、他の画面内へ移動させてもマウスは本ソフト 
  の管理下のままとなります。 
 ・このキャプチャとリリースの間でゾーン指定しようという発想で作ってあります。 
 
②ゾーン左上位置確定 
 ここでCTRL キーを押すとその点を左上位置＝始点とします。まだ左ボタンを押し続けてください。 
 
③終了点指定 
 ②の状態から、左ボタンを押したまま、ねらったゾーンの右下位置までドラッグしていってから、左ボタン 
 を離してください。 
 この点を終点として確定します。 
 
 
 
 
 
                           Ｆｉｇ．４－２－３ 終点サーチ中 
 
 
                                                      終点が確定するまで主画面のタイトルバーに 
                                                      終点サーチ中（始点固定、終点がマウス連動） 
                                                      のドット位置が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
④画像Viewer表示 
 指定されたゾーンより少し大きめの画像を切り出してViewer表示し、指定ゾーンをトラッカで表示 
 します。 
 
⑤トラッカによる微調整（普通は必要ない！） 
 トラッカの４辺上にハンドルと呼ばれる■がありますので、これをマウスを使ってドラッグすればゾーン 
 微調整（移動、範囲変更）ができます。（矢印キーでも操作可、詳細後述） 
 あまり神経質にならず、モニタに入っておかしいともどって調整しなおすぐらいの気分でやればいいかと。 
 なお、このViewerが拡大表示されているとトラッカも同じように拡大表示されています。 
 
⑥ゾーン確定 
 「ゾーンＯＫ」メニューのサブメニューで、ゾーンが確定し、このダイアログは自動クローズします。 
 自動クローズ後に自動的にモニタに入るメニューもあります。 
 
⑦モニタ開始 
 主画面の「モニタ開始」ボタンクリックでモニタを開始します。 
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⑧ゾーン再設定 
 ゾーンがずれたり、少しおかしいなあと感じたときは、主画面の「再」ボタンクリックで、現在の 
 ゾーンデータを元に、④画像Viewerの状態にしますので、ゾーン設定をやり直してください。 
 なお、ゾーンデータは設定ファイルに保存されていますので、本ソフトをクローズして再立ち上げしたとき 
 も同じ状態が保持されています。 
 
●キー操作によるゾーン微調整 
 トラッカゾーンの調整では、マウスによる操作が基本ですが、これがけっこうわずらわしいので、 
 矢印キーによる操作を可能にしています。 
 矢印キーで１クリックごとに１ドット４辺を移動できます。 
 
 ・Ctrlキーを押さずに↑↓キーで上辺の移動 （PageUp,PageDown キーで１０ドット移動） 
 ・Ctrlキーを押して ↑↓キーで下辺の移動 （PageUp,PageDown キーで１０ドット移動） 
 ・Ctrlキーを押さずに←→キーで左辺の移動  
 ・Ctrlキーを押して ←→キーで右辺の移動 
 
●マルチモニタでのゾーントラブル対策 
 マルチモニタ環境では、たまに正しくゾーン設定したのにクリップ画像Viewer にトラッカだけが表示 
 され画像が表示されないことがあります。 
 現在のところ原因がわかっていませんが、次のいずれかを一度実行して回避してください。 
 
・設定条件初期化を実行する 
 設定条件初期化メニューを実行すると、メインモニタの左上の方にデフォルトゾーンを設定します。 
 モニタ条件、音声ファイルパスなども初期化されてしまいますので、設定をやり直してください。 
 
・メインモニタ上でゾーン設定する 
 いったん設定されると以後うまくいきます。 
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４－３．モニタ条件設定 
 
 「モニタ条件設定」メニューをクリックすると次のダイアログが起動されます。 
 
 
 
 
 
                          Ｆｉｇ．４－３－１ モニタ条件設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●桁数 
 指定ゾーンに数字が何桁含まれるかを指定ください。 
 フォントどうしがくっついているときの分割判断に使用します。「１０」とか幅が極端にちがう数字列 
 だと、くっついているのかの判断が難しい場合があります。 
 通常の数字列では、これがまちがっていても支障はありませんが、極力正しく指定してください。 
 
 特に次の画像のように数字通しがくっついているときは正しく桁数指定するときに誤判定するようです。 
 指定桁数で画像を分割するためです。 
 
 
            Ｆｉｇ．４－３－２ 左右にくっついた数字列 
                    （正しく桁数指定しないと誤判定する画像） 
 
 
●読み上げタイミング 
 数字を、毎回読み上げるか、数字が変わったときだけ読み上げるかを選択ください。 
 １回目は必ず読み上げます。 
 ユーザーの好みとか、データ更新の頻度によりますので、一元的に決められません。 
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●インタバル（秒数） 
１）読み上げた直後 
  このインタバル時間は無視して、すぐに画像スキャンに入ります。 
  読み上げに時間がかかるためです。 
 
２）読み上げなかったとき 
  指定インタバル秒数だけ時間待ちしてから次の画像スキャンを始めます。 
 
●各インタバルスキャン回数 
 各スキャン時にちょうど表示更新されると、中途半端な画像データが得られ、当然誤った判断を 
 下すようになります。 
 そのため、０．１秒ピッチ（選択可）で複数回サンプリングして１ドットも違わない画像が得られる 
  までサンプリングを繰り返します。 
  この同一画像連続取得回数（＝サンプリング停止条件）を指定してください。 
 回数が多くなると動作が安定しますが、タイミング遅れが大きくなりますので注意ください。 
 
●０を有効とするか？ 
 サンプリングしているときに表示更新されると、「０」と判断することが多々あります。 
 これを回避する１つの方法が、「０をごみとして扱う」ことです。 
 「０」を読み上げる必要がない情報のときは、「判定ミスとして無視」を選んでください。 
 
●モニタ中の主画面 
 モニタ中に主画面をそのままとするかアイコン化するかを選択できます。 
 たいていモニタ中の主画面はじゃまなので、アイコン化しておく方が便利です。 
 モニタ状態は次のように解除ください。 
 
 １）アイコン化されたときは、タスクバー内のアイコンをクリックするとノーマル表示にもどすと 
   同時にモニタを停止します。 
 ２）ノーマル表示の場合は、モニタ停止ボタン（「モニタＸ」ボタン）クリックにてモニタを停止 
   します。 
 
●結果出力条件 
 外部出力条件（音声、ＣＳＶ ＤＦ，共有メモリ）を選択してください。 
 毎回か、変化時のみ出力かも選択してください。音声以外では、毎回出力してもしょうがありませんが。 
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４－４．モニタテスト 
 
●モニタテストとは？ 
 指定したゾーンでソフトが正常に動作するかを一発ものでチェックすることができます。 
 音声出力しか対応していません。 
 
●モニタテスト開始 
 スピーカを用意して、ゾーン指定してから、「テスト」ボタン、もしくは「モニタ」→「モニタテスト」 
 メニューをクリックしてください。 
  
 画像内で数字列をさがし、実際に読み上げますので、動作確認ください。 
 その直後に次のようなメッセージが出ます。 
 
 
                              Ｆｉｇ．４－４－１  
                              ＢＭＰ ＤＦ書込み確認メッセージ 
 
 
 
 ここで「はい」をクリックすると任意ファイル名のＢＭＰファイル（＊．ｂｍｐ）として書き込む 
 ことができます。 
 書込みと同時に、画像Ｖｉｅｗｅｒを起動して、このＢＭＰファイルを表示します。 
 ただし、判定に使用しているサイズに変換されていることに注意ください。（原寸大ではありません。） 
 
 
 
                             Ｆｉｇ．４－４－２ 
                              画像ＶｉｅｗｅｒでＢＭＰ ＤＦ 
                              を開いたところ 
 
 
 
 
 
 
  これで、ゾーン指定が正しいことをチェックできます。 
  もし、画像数字列と異なる音声を発したら、この画像を当方へ送付ください。 
  極力判定ルーチンを改正したいと思います。 
  ただアブノーマルなフォントには対応しかねますので、ご承知おきください。 
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４－５．モニタ 
 
●モニタ動作 
 音声出力でモニタ状態に入ると、 
 
  →画像サンプリング→数字チェック→音声出力（必要なときのみ）→ 
 
 という動作を繰り返します。 
 細かい動作は、モニタ条件設定ダイアログで設定した条件によります。 
 
●モニタ開始（モニタ中ノーマル表示選択の場合） 
 
 
 
 
 
                               
 
 
 
 
 
 
      モニタＯＦＦ        ← →         モニタＯＮ 
 
     Ｆｉｇ．４－５－１ モニタＯｎ／Ｏｆｆ（モニタ中ノーマル表示を選択した場合） 
 
 主画面の「モニタ→」ボタンをクリックするとモニタに入り、右上図のようになり、「モニタＸ」 
 ボタンをクリックすると、モニタが解除され、左上図のようになります。 
 
 ただし、次の状態のときはモニタに入れません。 
１）ゾーン指定中 
２）モニタテスト中 
 
 いったんモニタに入ると主画面はどこかじゃまにならないところへ移動させてもかまいません。 
 動作に影響はありません。タスクバーへアイコン化（最小化）してもかまいません。 
 
●モニタ開始（モニタ中アイコン化選択の場合） 
 モニタ中の主画面をアイコン化するよう選択した場合は、タスクバーの中に次のようなアイコンが 
 現れます。 
 
 
                Ｆｉｇ．４－５－２ モニタ中アイコン（数字は前回モニタ値） 
 
 モニタ中は、アイコン表示が変わります。 
 このタスクバー内のアイコンをクリックすると、モニタを解除し、ノーマル表示に戻します。 
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●モニタ中はモニタ対象が同じところに見えること 
 このソフトはモニタ装置の画像を見張っています。 
 モニタ対象が移動したり、他の画面で隠れたりしないようにしてください。 
 あやまった数字を発声したり、最悪の場合、本ソフトがハングアップすることがあります。 
 
 モニタ対象を移動させてしまったときは、モニタを停止させ、ゾーン指定をやりなおしてください。 
 
●モニタ中のタイトル表示に注意 
 モニタ中はタイトル部分に、前回判断数字と現在のモニタカウンタ（モニタしたが、数字が同じなので 
 読み上げなかった回数もカウント）を表示してあります。 
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４－６．Ｚ順設定 
 
●Ｚ順とは？ 
 Winodws が現在開かれているウインドウの画面表示の優先順位を決めており、この順番です。 
 
 ソフトでウインドウを開くときに、一番後ろとか一番前とかを指定できます。 
 本ソフトでは、デフォルトではウインドウズまかせで起動し、最上位起動も選択できるようにしてい 
 ます。 
 
 いったん設定すると、設定ファイルに条件保存しますので、次回以降の起動時も設定が有効です。 
 
 
●最上位ウインドウにするとどうなるか？ 
 たとえば、ＩＥと本ソフトを開いていたとします。本ソフトの利用法としてもっともありえそうな状態 
 です。 
 
 このとき最上位ウインドウとして本ソフトを開くと、ＩＥの画面をドラッグして本ソフトの上に重ねても、 
 本ソフトが常時見える状態になります。 
 
 本ソフトの性格上、いつも見えていた方が便利なときがありますので、この設定メニューを入れてあり 
 ます。 
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５．実際のモニタ例 
 
  ここでは実際にデバッグに使用した画像と数字切り出し例を紹介します。 
  ゾーン指定の参考にしてください。（これぐらいなら大丈夫、とかの判断ができます。） 
 
  なお、通常モニタ対象であるネット公開数値のフォントは非常に小さいため、元画像をそのまま 
  数字判定に使用しているのではなく、一定サイズの画像に変換してから判定にかけています。 
  また、ここで紹介する画像には判定した数字ゾーンを囲んでありますが、デバッグ用で、この 
  ソフトで直接同じ画像を出すことはできません。 
 
 
 
●通常の例 
 
 
                Ｆｉｇ．５－１ 
                 左側に前のフォントの右端部分があるが障害になっていない 
 
 
 
 
               Ｆｉｇ．５－２  
                 「１」に足のついた丸っこいフォントもＯＫ 
 
 
 
 
●カンマ、小数点付き数字 
 
               Ｆｉｇ．５－３ 
                 カンマも小数点もパスし、数字だけを拾います 
 
 
●崩れたフォント 
 
                Ｆｉｇ．５－４ 
                 有名な「世界の株価指数」の＄／￥レート表示のフォント 
                 フォントが崩れている。この程度なら正常に読める。 
                 ゾーン指定に失敗して、左端に前の「１」の右端が出ているが 
                 正常に捨てられる。 
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●中間にある点 
 
 
                   Ｆｉｇ．５－６ 
                   ずいぶん上の方についた点（ハイフン？）だが正常に 
                   パスできる 
 
 
 
 
                   Ｆｉｇ．５－７ 
                   時刻用コロンが入っているケース。コロンとして認識して 
                   おり、音声出力対象からははずした。「４０４」と読み上げ 
 
 
 
●ちょっとちがうタイプのフォント 
 
                 Ｆｉｇ．５－８ 
                 ＣＭＥ Ｇｌｏｂｅｘ で使われているフォント 
                 「５」の上部が右に流れていて、途中ドットがとぎれている部分 
                 もあるが、正常に判断できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （５－２） 

 



●ノイズのあるケース 
 
               Ｆｉｇ．５－９  
               ネット画像でよくある背景画像が入っているケース。 
               フォントと背景色との中間程度の濃度のノイズなら除去可能です。 
               左端の縦線も障害にはなっていない。 
 
 
 
 
              Ｆｉｇ．５－１０ 
              左右から前後数字の端部がはみだしてきているが障害にはなっていない。 
 
 
 
 
                  Ｆｉｇ．５－１１ 
                  同じく、左の数字からのはみ出しが出ているがＯＫ。 
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６．自動バージョンチェックとダウンロード 
 
■機能 
 ネットへアクセスできるＰＣでは、自動で最新バージョンをチェックして、ｚｉｐファイルを自動で 
 ダウンロードすることができます。 
 自己解凍型ではありませんので、解凍、コピー等のマニュアル作業は必要です。 
 
■手順 
 
●バージョンチェックとダウンロード 
 「表示」→「バージョンチェック」メニューをクリックすると次のダイアログが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             Ｆｉｇ．４－１ 
                              バージョンチェック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このとき、「チェック＆ＤＬ実行」メニューをクリックすると、当方のＵＲＬへ自動アクセスし 
 最新バージョンをチェックして表示し、バージョンが新しくなっているとｚｉｐファイルを 
 ダウンロードします。 
 格納場所は問い合わせてきます。 
 
 なお、ウイルス対策ソフトをインストールしていると、ネットへアクセスする途中でアクセスする 
 かどうかの問い合わせをかけるため許可を出してください。 
 
 
 
 
 
 
                    （６－１） 



７．外部出力結果の利用法とサンプルプログラム 
 
■結果外部出力機能 
 
 判定結果は、ＣＳＶ ＤＦ出力もしくは同一イメージで共有メモリに書き込むことができます。 
 
●ＣＳＶ ＤＦ出力 
１）出力先 － 「今なんぼ」のカレントディレクトリ 
２）ＤＦ名 － ＲｓｌｔＮａｎｂｏ．ｃｓｖ（固定名） 
３）出力内容 － テキストファイル、ＣＳＶイメージ、３行固定、ｃｒ＋ｌｆ付き 
 
 [ レコード内容 ] 
  ａ．年月日（２０１１／０３／０１形式） 
  ｂ．時刻 （２２：０９：３６ 形式） 
  ｃ．判定数字 
  ｄ．エラーコード（負ならエラー、正常なら０） 
  ｅ．判定桁数（指定桁数とは異なることがあり） 
  ｆ．各桁ごとの判定値（上位から下位へ、０～９、－１なら判定できなかったことを示す。） 
 
 [ レコード順 ] 
  ａ．最新記録 
  ｂ．前回記録（初回は空行、ｃｒ＋ｌｆのみ） 
  ｃ．前々回記録（２回目まで空行、ｃｒ＋ｌｆのみ） 
 
 
 
 
 
 
       Ｆｉｇ．７－１ ｃｓｖ出力例 
 
                           
●共有メモリ出力 
１）出力先 － Windowsの共有メモリ （"Nanbo_shared_memory" 固定名、２００バイト確保） 
２）出力内容 － ＣＳＶ ＤＦ出力と同一イメージ、ヌル付（０ｘ００） 
３）注意 
 ・この出力は、ＸＰ＋管理者権限ＩＤ以外では正常に動作しなかもしれません。 
  将来はこの方法をメインにします。 
  こちらの方が高速、便利のため。 
 ・「今なんぼ」側で２００バイト確保していますが、これ以上外側をアクセスしないようにして 
  ください。アクセスエラー中断する可能性が高いと思います。 
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■サンプルソフト  
 
●ソフト―― ＮａｎｂｏＭｎｔ．ｘｌｓ 
 エクセル ＶＢＡで作ったソフトです。 
 当方のＵＲＬからダウンロードできます。 
 
 Ｍｅｎｕ，Ｔｅｓｔという２シートがあります。 
 
●立ち上げ方 
 エクセルを起動し、このソフトを呼び出してから 
  「ツール」→「マクロ」→「マクロ」 
 で、マクロウインドウが出ますので、「Ｍｅｎｕ」を選択し、「実行」をクリックしてください。 
 次の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         Ｆｉｇ．７－２ サンプルソフト 
 
「モニタ開始」ボタンで、指定インタバルでモニタ動作を開始し、「モニタ停止」ボタンでモニタを中止 
 します。 
 上部がＤＦ渡し、下部が共有メモリ渡しの仕様になっており、中段の結果表示は共通仕様です。 
 
 なお、「今なんぼ」のモニタ条件を合わせて事前に動作させておく必要があります。 
 
 
 
 
                    （７－２） 



●動作中のＴｅｓｔシートへの結果格納 
 実行中に Ｔｅｓｔシートを表示すると、次のように最新結果が表示されます。前回取得値、前々回 
 取得値は空読みしています。 
 
 
 
 
 
                           Ｆｉｇ．７－３ Ｔｅｓｔシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●注意 
 本ソフトはエクセルマクロを使っており、ウイルスにやられやすいため、ウイルスチェックのかかって 
 いないＰＣで実行してから、他のＰＣなどに移植、転送すると問題を起こすことが考えられます。 
 かならずウイルスチェックのかかったＰＣで実行してください。 
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■フォント指定数列表示ソフト 
 
●ソフト － ＮｏＴｅｓｔ．ｅｘｅ 
 ユーザーソフトのデバッグが大変でしょうから、当方が「今なんぼ」の動作チェックに使用している 
 数列自動更新ソフトを公開しています。 
 
 
●動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       Ｆｉｇ．７－４  ＮｏＴｅｓｔ．ｅｘｅ 実行中 
 
 
 インタバル、数字範囲、フォントを指定して「カウント開始」ボタンクリックすると、数列を下方の 
 「表示数字」の横に表示します。 
 株価ボードのように数字変化時に背景色を指定時間変化させることもできます。 
 
 「今なんぼ」で、この数字ゾーンを囲ってモニタしてください。 
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■結果利用ソフトのポイント 
 
 エクセル製サンプルソフトのソースを見ればわかるでしょうが、プロが作ったソフトは少々長いのと、 
 関数などは実用ソフトから切り出したため、若干過剰仕様になっています。 
 そのため多少わかりにくいかもしれませんので、ポイントを概説しておきます。 
 
●ＣＳＶ ＤＦの場合 
 
１）タイマ処理で、一定インタバルにて、新しいファイルが書かれたかをチェックし、該当ありなら、 
  ユーザープログラムからファイルを分捕ってから、読出し処理します。 
２）CSV DF のタイムスタンプをチェック、前回と異なるか、前回にはなかったのに新規DFあれば、 
  処理に入る。 
  ファイルの内容をチェックして判断してもよいが、時間がかかるのでしない。 
３）CSV DF にリネームをかける。これが一番時間のかからない分捕り方。 
  さっさと横取りしないと、「今なんぼ」からの書き込みにトラブルが発生する。 
  ただし、同一新名称のファイルがあれば事前に削除しておくことが肝要。 
  同一名ファイルがあると、書替え確認メッセージが表示されてしまいます。 
４）ファイルを読み出して処理。 
  リネームしているので、ゆっくりやっても「今なんぼ」側には影響はない。 
５）なお、プログラミング時には、エラーが起きたときに中断しないよう、エラー処理で自動回復する 
  ようコーディングされたい。（ソースをまねて作ればよい。） 
 
●共有メモリの場合 
 
１）タイマ処理で、一定インタバルにて、共有メモリにアクセスして、最新処理時刻が前と異なって 
  いると、単純に読出し処理します。 
２）高速処理できますし、簡単に読み出せます。 
  将来はこちらをメインにするよう対処します。 
３）共有メモリは Windows ＡＰＩを使用してアクセスします。 
  固定名を指定すればアクセスできます。サンプルソフトのソースを参照ください。 
 
 
●タイマ処理 
 両方式に共通ですが、Windows ＡＰＩによるタイマ処理を採用しています。 
 このタイマは、ちょっといいかげんですので、「時刻情報はアバウトだ」という認識のもとに利用 
 してください。 
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